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対 力の話

「人に向かう医療」を考える
がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

　高度ながん医療・研究等を実践できる優れたがん専門医療人を育成するため、文部科学省がんプロフェッショナル養成基
盤推進プラン「地域・職種間連携を担うがん専門医療者養成」事業に参画しています。大学院薬学研究科薬学専攻博士課
程に「がん専門薬剤師基盤育成コース」を設け、「がん専門薬剤師」「がん薬物療法認定薬剤師」の取得を目指しています。
　このプログラムの一環として、年に数回、医療従事者や学生、一般市民の方を対象に講演会やシンポジウムを企画し、地域
におけるがん医療の向上を図っています。

第5回がんプロ講演会

第１部

講演テーマ 「がん哲学外来 ～こころの処方箋～
　　　　　　　　　　人生いばらの道でも、宴会を」

講師　樋野 興夫 氏　順天堂大学病理・腫瘍学教授
　　　　　　　　　 一般社団法人がん哲学外来理事長

講演テーマ・唄 「くよくよしないで、希望を持って!」

講師　安土 明中子 氏　シャンソン歌手 

第2部　メディカル・カフェ

スケジュール

　8月24日（日）、「がん医療の隙間を埋める」をメインテーマに開催し
ました。第1部の講演会では、順天堂大学 医学部教授 樋野興夫先
生をお迎えして、「がん哲学外来～こころの処方箋～人生いばらの
道でも、宴会を」をテーマに、患者に寄り添うことや対話の重要性を
お話しいただきました。続いて、脳腫瘍を克服したシャンソン歌手の
安土明中子さんに、ご自分の体験から、前向きに
生きる大切さをお話しいただき、最後は参加者と
一緒に歌を歌いました。それぞれがいろいろな
思いを抱きながらの感動的な時間になりました。
　また、第2部のメディカル・カフェは、38名の参
加者が5グループに分かれ、「医療の隙間を感じ
たことはあるか」というテーマで約1時間話し合
いました。患者さんや学生を含め多くの職種の
方が参加され、それぞれの立場での気づきや学
びがあったようです。

　樋野先生のお話に、医療従事者に必要なのは「患者さんの話を
聞くこと」とありました。「対話の力」を磨き、「対話の力」で寄り添うこ
とは、患者さん主体の医療を行うためにも大切なことだと気づかされ
た人もいたようです。たとえば、1時間黙ったまま同じ部屋にじっと存
在することも、対話の力（関係の力）とのこと。そのような「対話」でき
る関係性を学んだり、再構築したりする場としてメディカル・カフェを推
進していくというお話が印象に残りました。

当日のポスター

メディカル・カフェにて

参加者の感想より（一部抜粋）
■ たくさんの方の話を聞き、寄り添うことや話を聞くことの大切さがわかった。
薬剤師を目指す上で勉強になった。  （20代・女性）

■ 患者さんだけではなく医療従事者も「隙間」を埋めてもらえる
イベントでした  （50代・男性）

■ 同じ病気でも百人百様のとらえ方があると感じた。人に寄り添う気持ち（心）を
持つことの大切さを知りました  （70代・男性） 

　「がん哲学外来」は、一般的ながん相談やセカンドオピニオン

とは違う「対話型外来」です。がん患者さんは、がんとともに生き

ていく上で、病気を治すことだけでなく、人とのつながりや尊厳を

持って生きることを求めています。患者さんの苦悩や気がかりに

耳を傾け、共感し、さらに一歩踏み込んだ対話により、患者さんの

希望や欲求を救い上げることを目的としています。

 　「がん哲学外来」とは、生きることの根源的な意味を考えようと

する患者さんと、がんの発生と成長に哲学的な意味を見出そうと

する人との「対話の場」です。

　「がん哲学外来」が「メディカル・カフェ」

として全国に広がりました。がん哲学外来

と同様、 患者さんやがん経験者、ご家族や

医療従事者などが、ゆったりとした雰囲気

で、お茶を飲みながら対話する場です。地域の有志による運営や

病院での常設のほか、協力する企業も増えています。

樋野 興夫 氏  安土 明中子 氏

がん哲学外来

メディカル・カフェ

京都健康
フォーラム

けん玉チャンピオン！世界大会で活躍！

神薬ごよみ

人事・受賞者・寄付金受納

＜寄付金＞  
神戸薬科大学桔梗育友会　金一封
田中 研治 様　金一封

※学生の表彰は「学生の受賞・表彰」P.20で紹介しています。

●死亡退職
名誉教授・特別教授　守安 正恭　2014年6月7日付

＜人事＞
●採 用
講師　中山 喜明　2014年9月16日付

〈2014年9月末現在〉

　10月11日（土）
に、佛教大学にて
京都健康フォーラ
ム「第3回Together ～健康を考える学
生たち」が開かれました。11大学の学
生を含む約100名が参加し、本学から
は、臨床薬学研究室の沼久内祐子さん
（6年）が、「京都から神戸へ 薬学生によ
る未成年への体験型防煙授業の実施」
をテーマに発表しました。

2014年10月24日（金）

2015年1月19日（月）

2015年1月21日（水）

2015年1月29日（木）

2015年2月27日（金）

2015年3月6日（金）

2015年3月6日（金）

2014年11月3日（月・祝）

2015年1月17日（土）・18日（日）

2015年2月4日（水）

2015年2月11日（水・祝）

2015年3月8日（日）

2015年3月14日（土）

2015年3月14日（土）

推薦入学試験（公募制・併願可）

大学入試センター試験利用入学試験

一般入学試験（前期）

一般入学試験（中期）

一般入学試験（後期）

博士課程（薬学専攻） 一般2次・社会人特別選抜2次

修士課程（薬科学専攻） 一般2次・社会人特別選抜

出願締切日：消印有効、窓口に持参の場合は翌日午後5時必着（土・日曜・祝日除く）

出願締切日：郵送の場合は書留便にて締切日必着

詳細はホームページをご確認ください。

2015年度 入試スケジュール

試験日

試験日

出願締切日

出願締切日

学部入学試験

大学院入学試験

　全日本学生けん玉選手権大会の優勝など全国チャ
ンピオンの経験もある中村さんが、今年、さまざまな世
界大会で好成績を収めました。出身地である広島県
廿日市で行われた世界大会では決勝まで進み、デン
マークでのヨーロッパ大会や東京での世界大会ではと
もにベスト８入り ！ さらにハワイでステージパフォーマ
ンスも行いました。デンマークなど海外のプロチーム
からのオファーもあり、世界中のけん玉ファンから動向
が注目されています。

「長期実務実習の実習先では、けん玉をきっかけに子どもやお年寄りと
会話が広がりました。けん玉のプロが現実的になってきましたが、夢で
ある病院薬剤師になれたら、入院患者さんに披露したり、子どもに触れ
てもらったりしたいと考えています」（中村さん）

5年　中村 有美さん

名誉教授・特別教授　田中 研治　兵庫県功労者表彰（教育功労）　2014年5月3日付

名誉教授・特別教授　守安 正恭　従五位　瑞宝小綬章　2014年6月7日付

＜受章・受賞・表彰＞

一般社団法人 がん哲学外来 『がん哲学外来 メディカル・カフェの手引き』より












	01_K通信h1out
	02_K通信1_2out
	02_K通信3_4out
	03_K通信5_6out
	04_K通信7_8out
	05_K通信9_10out
	06_K通信11_12out
	07_K通信13_14
	08_K通信15_16out
	09_K通信17_18out
	10_K通信19_20out
	11_K通信21_22out
	12_K通信h4out

